
調査研究資料　No.125-6�
2010

ISSN  1340-2404

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター�

独立行政法人雇用・能力開発機構�

平成21年度�
農業（酪農業）に係る総合的かつ体系的な�
職務分析の推進に関する調査研究�



THE  INSTITUTE  OF  RESEARCH  AND  DEVELOPMENT�
POLYTECHNIC  UNIVERSITY

調査研究資料　No.125-6�
2010

ISSN  1340-2404



 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年度 

農業(酪農業)に係る総合的かつ体系的な 

職務分析の推進に関する調査研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        独立行政法人雇用・能力開発機構 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 

 





は じ め に 

 

少子・高齢化等の労働市場を取り巻く変化、技術革新・産業構造の変化、国際競争

力の激化等の社会・経済情勢の変化などを背景として、産業界、事業主団体、企業等

は、変化に対応できる人づくりの強化を図るため多様な職業訓練や教育訓練の機会を

確保する必要があります。 

一方、企業等における教育訓練の実態は、能力開発に積極的な大企業においては、

海外進出等のグローバル化や IT 化等の技術革新に対応するため、集合研修などの

OFF-JT のほか、労働者自らが能力を向上するための支援の試みもあるものの、中小企

業等では、人材育成の必要性を認識しながらも、日々の業務が優先され、取り組みが

遅れている状況にあります。   

独立行政法人雇用・能力開発機構（以下、「機構」という）では、このような中小

企業の人材育成の取り組みを支援するため、職業能力開発関係機関や中小企業等産業

団体と連携を図り、毎年度産業分野や業種を選定し、具体的かつ体系的に職務内容を

分析し、仕事の体系（以下、「職業能力体系」という。）のモデルデータ化を進めて

います。 

本資料は、全国農業会議所、（社）日本農業法人協会の協力を得て、農業（酪農業）

における職業能力体系をモデル化したものです。酪農業に携わる地方関係団体や個別

農業法人においては、この体系を基に、独自の職業能力体系を作成し、研修の体系を

整備し人材育成環境の一層の整備を期待しています。 

また、開発された職業能力体系は、訓練コースの設定・評価・見直しに至る PDCA サ

イクルを軸とした職業訓練の質の保証、及び職業訓練全体の水準の維持・向上のため

の標準データとして不可欠であり、国の教育訓練プログラム等の均質化、維持・向上

を図るための基本データになりますので、各職業能力開発施設等関係機関においては、

本資料を活用し、酪農業における人材育成の基盤構築に係る取り組みへの支援等にも

活用していただきますようお願いいたします。 

 最後に、本調査研究を進めるにあたりご協力いただいた全国農業会議所、（社）日

本農業法人協会をはじめとする作業部会委員等に心より感謝を申し上げます。 
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